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議
員

広
辞
苑
で
「
三
鷹
」
を
ひ
く
と

市
の
説
明
の
次
に
、
52
年
前
の
暗
い

「
三
鷹
事
件
」
が
昔
と
全
く
同
じ
記
述

で
続
い
て
い
る
。
三
鷹
の
歴
史
や
民
俗

を
掘
り
起
こ
し
、
明
る
い
イ
メ
U

ジ
に

一
新
し
て
ほ
し
い
。
①
歴
史
や
文
化
の

大
切
さ
を
守
り
伝
え
る
に
は
、
ま
ず
人

づ
く
り
で
あ
る
。
他
市
で
は
地
域
博
物

館
を
拠
点
に
、
史
談
会
な
ど
の
自
主
グ

ル
U

プ
が
盛
ん
に
活
動
し
て
い
る
。
本

市
も
何
ら
か
の
形
で
拠
点
が
必
要
で
は

な
い
か
②
地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
や
文

化
に
は
先
人
が
残
し
た
知
恵
が
あ
る
。

市
民
が
文
化
財
に
接
す
る
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
大
い
に
役

立
つ
。
聞
き
書
き
や
ビ
デ
オ
に
よ
る
保

存
な
ど
、
歴
史
・
民
俗
を
継
続
し
て
調

査
す
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
だ
③
市
民

が
歴
史
や
民
俗
に
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る

よ
う
、市
は
研
さ
ん
を
極
め
て
ほ
し
い
。

J

か
つ
て
の
三
鷹
は
畑
中
心
の
農
村

で
、
用
水
が
生
活
基
盤
を
支
え
て
い

議
員

私
は
平
成
11
年
６
月
議
会
で
バ

ラ
ン
ス
シ
U

ト
（
貸
借
対
照
表
）
の
必

要
性
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
そ
の
後
、

11
、
12
年
度
の
決
算
の
バ
ラ
ン
ス
シ
U

ト
が
作
成
さ
れ
、
市
の
ホ
U

ム
ペ
U

ジ

上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
評
価

し
た
上
で
伺
う
。
①
今
後
の
課
題
と
し

て
、
特
別
会
計
や
一
部
事
務
組
合
、
外

郭
団
体
も
含
め
た
連
結
バ
ラ
ン
ス
シ
U

ト
の
作
成
が
必
要
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、

市
全
体
の
資
産
等
の
総
体
的
、
全
体
的

概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
結
バ

ラ
ン
ス
シ
U

ト
に
関
し
、
J

検
討
状
況

K

見
解
―
―
を
伺
う
②
企
業
の
財
務
諸

表
で
は
、
資
産
、
負
債
等
の
ス
ト
ッ
ク

の
状
態
を
表
わ
す
バ
ラ
ン
ス
シ
U

ト
と

フ
ロ
U

（
一
会
計
期
間
）
の
経
営
成
績

を
表
わ
す
損
益
計
算
書
は
対
と
考
え
ら

れ
、
両
者
が
リ
ン
ク
さ
れ
て
初
め
て
会

計
シ
ス
テ
ム
に
な
り
得
る
。
企
業
と
市

民
の
福
祉
向
上
を
目
指
す
役
所
と
で
は

違
う
部
分
も
あ
る
が
、
損
益
計
算
書
的

発
想
を
無
視
し
て
よ
い
も
の
で
は
な

い
。
都
で
先
行
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

本
市
で
も
損
益
計
算
書
的
な
も
の
を
作

る
べ
き
だ
。
J

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
K

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
U

計
算
書
―
―
を

作
成
せ
よ
③
今
後
、
行
革
に
直
接
的
に

最
も
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
事
業
別
バ
ラ

ン
ス
シ
U

ト
に
関
し
て
伺
う
。
こ
れ
は

都
が
熱
心
に
行
い
、
一
定
の
具
体
的
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。
都
で
は
こ
れ
を
６

事
業
に
つ
い
て
作
成
し
、
そ
の
分
析
の

結
果
、
多
摩
ニ
ュ
U

タ
ウ
ン
事
業
の
見

直
し
が
図
ら
れ
、
他
の
事
業
に
も
改
革

が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
発

想
の
根
底
に
は
、
民
間
企
業
で
各
事
業

の
自
己
責
任
に
基
づ
く
事
業
運
営
を
徹

底
さ
せ
る
た
め
に
、
従
来
の
事
業
部
制

を
一
歩
進
め
た
、
い
わ
ゆ
る
カ
ン
パ
ニ

U

制
の
考
え
方
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

こ
れ
を
役
所
に
適
用
す
れ
ば
投
資
対
効

果
の
最
大
化
を
め
ざ
す
こ
と
で
あ
る
。

役
所
の
バ
ラ
ン
ス
シ
U

ト
に
は
、
い
わ

ゆ
る
資
本
と
い
う
概
念
は
な
い
。
私
は

特
に
ハ
コ
モ
ノ
事
業
に
こ
の
発
想
が
必

要
と
考
え
る
。
本
市
の
主
要
事
業
に
つ

い
て
事
業
別
バ
ラ
ン
ス
シ
U

ト
を
作
成

し
、
必
要
な
部
分
は
見
直
し
を
図
り
、

カ
ン
パ
ニ
U

制
の
考
え
方
を
導
入
し
、

抜
本
的
改
革
に
役
立
て
て
い
く
べ
き

だ
。
事
業
別
バ
ラ
ン
ス
シ
U

ト
作
成
へ

の
見
解
を
聞
く
④
よ
り
役
立
つ
バ
ラ
ン

ス
シ
U

ト
に
す
る
た
め
に
も
、情
報
化
、

行
政
評
価
と
有
機
的
に
関
連
さ
せ
、
行

政
改
革
に
役
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
バ
ラ
ン
ス
シ
U

ト
と
こ
れ
ら
の
関

連
づ
け
に
関
し
、基
本
的
考
え
を
伺
う
。

市
長

①
J

普
通
会
計
に
全
て
の
特
別

会
計
を
加
え
た
バ
ラ
ン
ス
シ
U

ト
の
作

成
、
公
表
に
向
け
最
終
的
な
詰
め
の
段

階
だ
K

外
郭
団
体
に
連
結
し
た
も
の
も

必
要
だ
。
現
在
、具
体
的
に
検
討
し
、ま

と
ま
り
か
け
て
い
る
④
市
の
情
報
を
積

議
員

こ
の
国
の
次
の
時
代
の
運
命
を

左
右
す
る
の
は
、
今
日
の
教
育
の
あ
り

よ
う
で
あ
る
。
４
月
か
ら
の
学
校
週
５

日
制
移
行
に
あ
た
り
、
教
育
、
子
育
て

を
テ
U

マ
に
３
項
目
を
提
言
し
た
い
。

①
市
内
の
各
地
域
で
は
、
小
・
中
学
生

の
卒
業
を
祝
う
も
ち
つ
き
大
会
な
ど
、

地
域
と
学
校
が
協
力
し
て
き
た
伝
統
的

な
行
事
が
数
多
い
。
学
校
週
５
日
制
で

行
事
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
あ
る
い

は
平
日
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
ん
な
心
配
の
声
を
保
護
者
や
地
域
か

ら
耳
に
す
る
。
教
育
長
の
考
え
を
伺
う

②
こ
の
国
の
教
育
に
は
「
金
銭
感
覚
・

経
済
」
の
教
え
が
な
い
。
今
や
ビ
ジ
ネ

ス
も
、
世
界
を
相
手
の
競
争
と
な
っ
て

い
る
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
経
済
の
仕

組
み
や
お
金
の
大
切
さ
を
、
他
の
教
養

と
同
様
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
例
え
ば
、
小
・
中

学
生
が
フ
リ
U

マ
U

ケ
ッ
ト
で
商
売
の

実
体
験
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
ど

う
か
。
そ
こ
で
は
子
ど
も
た
ち
が
会
社

を
つ
く
り
、
材
料
を
仕
入
れ
、
商
品
を

売
り
、
決
算
し
、
利
益
を
分
け
合
う
。

こ
の
体
験
を
通
し
、
起
業
家
精
神
が
芽

生
え
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。
生
き
る

力
を
育
て
る
実
地
教
育
と
し
て
提
案
し

た
い
。
所
見
を
伺
う
③
今
日
、
子
ど
も

た
ち
が
荒
れ
て
い
る
の
は
、
正
義
感
を

は
ぐ
く
む
と
い
う
教
育
が
欠
け
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
家
庭
を
含
む
教
育
の
場

で
偉
人
伝
を
読
む
こ
と
で
正
義
感
を
養

う
べ
き
だ
。
市
主
催
に
よ
る
偉
人
伝
の

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
U

ル
を
頂
点
と
す

る
、
偉
人
伝
を
読
む
運
動
を
提
唱
し
た

い
。
三
鷹
発
の
全
国
運
動
に
ふ
さ
わ
し

い
テ
U

マ
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
う
。

教
育
長

①
教
職
員
を
中
心
に
理
解
と

協
力
を
求
め
つ
つ
、
展
開
で
き
る
よ
う

に
指
導
を
進
め
て
い
き
た
い
②
関
係
部

局
や
市
の
経
済
団
体
と
の
連
携
を
図
り

つ
つ
、
金
銭
教
育
の
実
施
を
検
討
し
て

い
き
た
い
③
学
校
図
書
館
活
動
の
一
つ

に
位
置
づ
け
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉「
教
育
・
子
育
て
の

ま
ち
三
鷹
憲
章
」
に
つ
い
て

と
論
じ
て
い
る
。
①
本
市
に
は
、
魂
の

撃
ち
合
い
の
場
と
な
る
青
少
年
の
健
全

育
成
事
業
が
数
多
い
。
J

中
学
生
意
見

発
表
会
で
は
、
各
学
校
の
代
表
が
勇
気

あ
る
発
表
を
し
て
い
る
。
こ
の
素
晴
ら

し
い
メ
ッ
セ
U

ジ
を
、
も
っ
と
多
く
の

生
徒
に
聞
か
せ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。
公

議
員

ニ
ュ
U

ヨ
U

ク
で
の
同
時
多
発

テ
ロ
な
ど
、
21
世
紀
を
迎
え
た
今
も
、

世
界
に
は
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
あ

る
学
者
は
、
テ
ロ
の
病
理
に
他
者
性
の

不
在
を
指
摘
し
た
。
人
間
は
他
者
を
意

識
し
て
こ
そ
自
己
が
な
り
た
ち
、
自
ら

の
魂
の
撃
ち
合
い
を
通
し
て
成
熟
す
る

会
堂
の
別
館
で
は
な
く
、
ホ
U

ル
で
開

催
で
き
な
い
か
K

福
岡
県
で
は
「
青
少

年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
な
か
で
も
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広

場
は
、
地
域
の
公
民
館
な
ど
を
活
用
し

子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
集
ま
り
、
友

達
や
大
人
と
触
れ
合
う
こ
と
で
地
域
の

教
育
力
向
上
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

本
市
で
の
導
入
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う

②
平
成
13
年
12
月
、「
子
ど
も
読
書
推

進
法
」
が
成
立
し
た
。
本
市
は
、
す
で

に
７
年
度
か
ら
各
小
・
中
学
校
の
図
書

館
整
備
を
進
め
、
14
年
度
に
は
完
了
す

る
。
司
書
は
順
次
配
置
さ
れ
、
児
童
・

生
徒
の
読
書
活
動
へ
の
好
影
響
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
J

現
在
、
学
校
と
市
立

図
書
館
と
の
間
で
、
図
書
の
貸
出
し
が

あ
る
。
だ
が
、
司
書
が
リ
ュ
ッ
ク
を
背

負
い
、
自
転
車
で
借
り
に
行
っ
て
い
る

議
員

平
成
14
年
度
か
ら
新
学
習
指
導

要
領
が
実
施
さ
れ
る
。
子
ど
も
に
と
っ

て
は
、
そ
の
と
き
そ
の
と
き
が
教
育
の

必
要
な
と
き
で
あ
る
。
市
は
最
高
の
指

導
と
最
大
の
効
果
を
ね
ら
う
よ
う
努
力

し
て
ほ
し
い
。
①
社
会
を
担
う
べ
き
子

ど
も
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
、
そ
の
た
め

の
教
育
の
あ
り
方
は
何
か
②
新
学
習
指

導
要
領
の
移
行
期
と
し
て
各
学
校
で
は

試
行
、
実
践
が
行
わ
れ
て
き
た
。
常
に

授
業
の
運
営
の
経
過
や
効
果
を
把
握

し
、
調
査
を
行
い
、
問
題
点
を
洗
い
出

し
、
研
究
し
、
結
果
を
次
に
生
か
す
取

組
み
が
必
要
で
あ
る
。「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
に
関
し
、
J

試
行
で
の
課

題
は
何
か
K

十
分
な
効
果
を
あ
げ
る
準

備
が
あ
る
か
L

地
域
の
人
材
活
用
の
課

題
を
伺
う
③
新
学
習
指
導
要
領
に
は
コ

ン
ピ
ュ
U

タ
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
U

ク
の
積
極
的
活
用
が
示
さ
れ
て
い
る
。

時
代
の
潮
流
に
対
応
す
る
た
め
に
も
情

報
教
育
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
13
年
５
月
の
実
態
調
査
か
ら

は
、
本
市
で
コ
ン
ピ
ュ
U

タ
を
操
作
で

き
な
い
教
員
が
小
学
校
で
17
％
、
中
学

校
で
10
・
４
％
、
イ
ン
タ
U

ネ
ッ
ト
を

議
員

「
広
報
み
た
か
」
を
評
価
し
た

上
で
伺
う
。
①
「
広
報
み
た
か
」
を
中

心
に
、
広
報
へ
の
考
え
を
聞
く
②
配
布

方
法
に
関
し
、
新
聞
を
駅
の
売
店
な
ど

で
購
入
す
る
人
や
購
読
自
体
し
て
い
な

い
人
が
い
る
現
状
で
は
、
現
在
の
新
聞

折
込
み
方
式
か
ら
漏
れ
た
り
、
不
満
を

持
つ
人
も
い
る
。
雇
用
拡
大
の
点
か
ら

も
¡
三
鷹
市
シ
ル
バ
U

人
材
セ
ン
タ
U

等
を
活
用
し
た
各
戸
配
布
は
で
き
な
い

か
③
今
や
一
世
帯
で
１
日
１
回
は
、
コ

ン
ビ
ニ
を
利
用
す
る
と
言
わ
れ
る
。
市

内
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
配
布
協
力
の
依
頼
に

つ
い
て
、
考
え
を
聞
く
④
各
部
局
の
情

報
を
待
っ
て
集
め
る
編
集
で
は
な
く
、

市
民
の
関
心
事
な
ど
、
広
報
課
側
が
主

体
性
を
持
ち
、
積
極
的
に
各
部
局
へ
特

集
枠
等
で
リ
ク
エ
ス
ト
す
る
な
ど
、
打

ち
出
し
た
い
も
の
を
収
集
、
編
集
す
る

べ
き
だ
⑤
募
集
記
事
を
一
カ
所
に
集
め

る
、テ
U

マ
ご
と
に
特
集
を
行
う
な
ど
、

見
つ
け
や
す
さ
、
見
や
す
さ
を
工
夫
せ

よ
⑥
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
市
民
の
聞
き

た
い
こ
と
も
積
極
的
に
取
り
上
げ
、
掲

載
す
る
べ
き
で
あ
る
。
問
い
合
わ
せ
等

を
集
約
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
せ
よ

⑦
「
広
報
み
た
か
」
と
ホ
U

ム
ペ
U

ジ

や
子
育
て
相
談
等
の
各
種
ネ
ッ
ト
相
談

な
ど
と
の
関
連
性
が
分
り
や
す
い
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
画
面
の
統
一
性
、
特

利
用
し
て
授
業
が
で
き
な
い
教
員
が
小

学
校
で
32
・
６
％
、
中
学
校
で
57
・

１
％
と
読
み
取
れ
る
。
J

認
識
を
問
う

K

十
分
な
教
育
効
果
を
あ
げ
ら
れ
る
か

L

情
報
機
器
の
活
用
意
欲
や
能
力
向
上

に
関
し
、教
職
員
へ
の
取
組
み
を
聞
く
。

市
長

①
知
識
・
徳
育
・
体
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生

き
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
づ
く
り
だ
。

教
育
長
　
②
J

学
校
や
教
員
間
の
理
解

の
温
度
差
、
学
校
行
事
の
そ
の
ま
ま
の

実
施
、
地
域
人
材
の
活
用
、
評
価
の
あ

り
方
等
だ
K

教
育
委
員
会
主
催
の
専
門

研
修
や
校
内
研
修
を
改
善
、
充
実
さ

せ
、
教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
り
た
い

L

学
校
間
で
温
度
差
が
あ
る
。
学
校
、

地
域
、
保
護
者
と
の
連
携
に
力
を
入
れ

た
い
③
J

ま
だ
不
十
分
な
水
準
だ
K

教

員
の
習
熟
度
別
研
修
の
実
施
で
一
定
の

効
果
は
あ
っ
た
L

各
学
校
で
の
研
修
の

継
続
的
な
実
施
を
図
り
た
い
。

た
。
品
川
用
水
や
砂
川
用
水
な
ど
、
用

水
を
文
化
財
と
し
て
扱
う
べ
き
だ
K

新

車
（
し
ん
ぐ
る
ま
）
の
保
存
と
あ
わ
せ
、

上
流
の
大
車
（
お
お
ぐ
る
ま
）
な
ど
の

水
車
の
調
査
を
進
め
よ
L

散
策
ル
U

ト

上
に
三
鷹
の
由
緒
あ
る
小
字（
こ
あ
ざ
）

を
復
活
表
示
し
て
は
ど
う
か
M

三
鷹
農

協
の
組
合
史
に
、
「
近
藤
勇
と
養
豚
」

の
記
述
が
あ
る
。
三
鷹
は
以
前
、
養
豚

が
盛
ん
で
あ
り
、
興
味
深
い
内
容
だ
。

近
藤
勇
は
三
鷹
に
か
か
わ
り
が
あ
り
、

龍
源
寺
に
墓
も
あ
る
。
深
く
研
究
す
べ

き
だ
N

玉
川
上
水
通
船
跡
の
表
示
が
で

き
な
い
か
O

三
鷹
市
の
名
称
に
も
な
っ

た
御
鷹
場
や
杭
の
位
置
を
検
証
せ
よ
。

市
長

①
文
化
財
と
自
然
を
あ
わ
せ
、

地
域
丸
ご
と
博
物
館
を
考
え
て
い
る
。

教
育
長

②
基
本
的
に
は
、
生
涯
学
習

の
担
当
課
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局
次
長

③
J

困
難

だ
が
、
何
ら
か
の
形
で
伝
承
し
て
い
き

た
い
K

調
査
し
て
お
り
、
結
果
は
公
表

し
た
い
L

検
討
し
た
い
M

関
係
す
る
調

布
市
と
連
携
し
、
研
究
を
進
め
る
N

表

示
を
検
討
し
た
い
O

研
究
に
努
め
る
。

極
的
に
市
民
に
提
供
す
る
手
段
と
し
て

イ
ン
タ
U

ネ
ッ
ト
等
を
活
用
す
る
。
ま

た
、
行
政
評
価
を
構
築
し
て
い
く
中
で

ど
う
位
置
づ
け
る
か
取
り
組
み
た
い
。

企
画
部
次
長

②
J

現
在
、
作
成
中
で

あ
る
K

研
究
し
た
い
③
作
成
は
困
難
と

考
え
る
が
、
企
業
会
計
的
手
法
の
考
え

方
は
取
り
入
れ
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
保
育
料
等
の
収
入

未
済
額
へ
の
対
応
に
つ
い
て

業
率
が
5.6
％
、
完
全
失
業
者
数
は
337
万

人
と
過
去
最
悪
と
な
り
、
国
も
雇
用
対

策
を
打
ち
出
す
が
依
然
厳
し
い
。
こ
う

し
た
中
、
１
人
当
り
の
労
働
時
間
を
短

縮
し
、
仕
事
を
分
か
ち
合
っ
て
雇
用
の

維
持
・
創
出
を
す
る
ワ
U

ク
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
が
浮
上
し
て
き
た
。
¬
社
会
経
済

生
産
性
本
部
で
は
、
正
社
員
の
労
働
時

間
を
５
％
短
縮
し
、
そ
の
分
の
給
与
も

削
減
す
る
と
215
万
人
の
雇
用
の
創
出
効

果
が
あ
る
と
試
算
す
る
。
ワ
U

ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
導
入
に
は
、
兵
庫
県
庁
を
皮

切
り
に
、
各
自
治
体
や
企
業
等
で
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
①
失
業
や
減
収
等
で

生
活
不
安
を
感
じ
る
人
が
約
８
割
に
達

す
る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
市
が
自
ら

の
職
場
を
市
民
に
提
供
し
、
市
民
の
失

業
不
安
等
を
解
消
す
べ
き
だ
。
ワ
U

ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
所
見
を
聞
く

②
市
の
第
３
次
基
本
計
画
で
は
、
17
年

度
ま
で
に
120
人
の
職
員
を
削
減
す
る
と

あ
る
。
臨
時
職
員
や
嘱
託
員
等
の
雇
用

も
行
財
政
改
革
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
必

要
だ
。
見
解
は
あ
る
か
③
ワ
U

ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
J

取
り
組
ん
で

い
る
自
治
体
へ
の
評
価
を
聞
く
K

職
員

の
超
過
勤
務
削
減
分
の
活
用
は
図
れ
な

い
か
L

市
理
事
者
と
組
合
の
間
で
議
論

は
あ
っ
た
か
④
13
年
11
月
、
三
鷹
管
内

の
新
規
求
人
倍
率
は
０
・
71
倍
だ
。
一

方
、
14
年
度
の
政
府
予
算
案
で
は
、
雇

用
保
険
求
職
者
給
付
の
支
給
等
に
１
兆

７
千
219
億
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。
失
業

者
の
削
減
と
財
政
支
出
抑
制
に
は
、
雇

用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
は
重
要
だ
が
、

市
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、見
解
を
聞
く
。

市
長

①
様
々
な
課
題
は
あ
る
が
、
検

討
す
べ
き
施
策
と
考
え
る
②
人
件
費
削

減
の
点
か
ら
、
退
職
職
員
の
再
任
用
制

度
や
臨
時
職
員
等
の
活
用
を
図
り
た
い

③
J

一
定
の
評
価
を
す
る
④
個
人
市
民

税
の
増
収
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

総
務
部
長

③
K

難
し
い
状
況
だ
L

市

政
嘱
託
員
の
協
議
等
を
重
ね
て
き
た
。

議
員

ワ
U

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
導
入
論

が
高
ま
っ
て
お
り
、
本
市
で
も
検
討
す

べ
き
時
だ
。
平
成
13
年
12
月
の
完
全
失

三
鷹
の
歴
史
・
民
俗
研
究
を
極
め
よ

政
新
ク
ラ
ブ

榛
澤
　
議
員

青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に

公
明
党

永
原
　
議
員

地
域
と
学
校
が
連
携
し
た
卒
業
を
祝
う
も
ち
つ
き
大
会

…
第
六
小
学
校

集
の
共
有
、
打
ち
出
し
の
同
時
性
も
考

慮
す
る
べ
き
だ
。
考
え
を
伺
う
。

市
長

①
説
明
責
任
の
観
点
か
ら
も
重

要
だ
。率
直
に
真
剣
に
取
り
組
み
た
い
。

企
画
部
長

②
提
案
の
方
法
は
配
布
の

即
時
性
等
に
難
が
あ
る
。
¡
三
鷹
市
シ

ル
バ
U

人
材
セ
ン
タ
U

と
協
議
し
て
い

く
③
配
布
協
力
店
の
拡
大
に
努
め
た
い

④
努
力
し
て
い
き
た
い
⑤
努
力
し
た
い

⑥
プ
ラ
イ
バ
シ
U

保
護
に
十
分
留
意
し

工
夫
し
た
い
⑦
市
の
ホ
U

ム
ペ
U

ジ
の

リ
ニ
ュ
U

ア
ル
の
中
で
工
夫
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
完
全
学
校
週
５
日

制
の
実
施
に
つ
い
て

効
果
的
に
活
用
せ
よ

グ
ル
ー
プ
21

吉
野
　
　
議
員

バ
ラ
ン
ス

シ

ー

ト

（和）

子
ど
も
た
ち
が
心
配
だ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

完
全
学
校

週
５
日
制

行
財
政
改
革
に
生
か
せ

政
新
ク
ラ
ブ

加
藤
　
議
員

ワ

ー

ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ

準

備

は

万

全

か

政
新
ク
ラ
ブ

宍
戸
　
議
員

新
学
習
指
導

要

領

実

施

配
布
方
法
、紙
面
に
改
革
案
を

公
明
党

緒
方
　
議
員

広

報

み
た
か

の
が
実
態
だ
。
配
達
す
る
巡
回
車
両
を

確
保
で
き
な
い
か
K

司
書
は
市
政
嘱
託

員
で
あ
り
、
研
究
の
場
が
な
い
と
聞
い

て
い
る
。
新
し
い
法
律
の
施
行
時
な
ど

に
は
、
研
修
会
等
も
開
催
す
べ
き
だ
。

教
育
長

①
J

会
場
の
都
合
や
参
加
人

数
の
推
移
等
を
見
て
、
考
え
て
い
き
た

い
K

市
の
施
策
の
中
で
、
そ
の
精
神
は

生
か
し
て
い
き
た
い
②
J

改
善
策
を
と

り
た
い
K

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉環
境
行
政
に
つ
い
て


